
様式第 33 号（第 18 条の 15 関係） 

 

盛岡市           処分実績報告書（令和○○年度） 

 

－ 中間処分業・最終処分業 － 
令和××年◇◇月◇◇日 

盛岡市長 ○○ ○○ 様 

報告者  

住  所 ○○県××市△△町１番２号 

氏  名 株式会社 ○○産業         

代表取締役 □□□□            

電話番号 012-345-6789  

 

令和○○年度の産業廃棄物の処理実績について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 18 条第 1 項の規定により、次のとおり報告します。  

許 可 の 種 類 産業廃棄物処分業（破砕処理、埋立処分） 許可年月日 平成××年××月××日 許可番号 110×××××××× 

産業廃棄物・ 

特別管理産業 

廃棄物の種類 

委託者（排出事業者又は処分業者） 処 分 受 託 者 

許可番号 氏 名 又 は 名 称 
受託量  

処分方法 処 分 量 処分後量 許可番号 氏 名 又 は 名 称 委 託 

内 容 
委託量  

住 所 処 分 場 所 住 所 

がれき類 
 ××建設 

100ｔ  
破砕 100ｔ 100ｔ   

   
××市△△町○○1-2 ××市△△町○○3-4  

汚泥 
 ××鉱業㈲ 

 50ｔ  
管理型埋立 50ｔ    

   
××市△△町○○1-2 ××市△△町○○3-4  

 

  木くず 
 ㈱××工務店 

70ｔ  
焼却 60ｔ 6ｔ ×××××××××× エコ××㈱ 管理型 

埋 立 
6ｔ 残 

××市△△町○○1-2 ××市△△町○○3-4 ××市△△町○○5-6 

 
 ㈱××工務店 

 
    ×××××××××× ㈱××商会 

焼却 10ｔ 再 
××市△△町○○1-2  ××市△△町○○3-4 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 
×××××××××× ××工業㈱ 

30ｔ 再 
破砕 30ｔ 30ｔ ×××××××××× ㈱××総業 安定型 

埋 立 
30ｔ 残 

××市△△町○○1-2 ××市△△町○○3-4 ××市△△町○○5-6 

  

産 業 廃 棄 物 

特別管理産業廃棄物 
いずれかを○で囲んで
ください。 

許可証に記載された住所、氏
名を記載してください。  

「産業廃棄物処分業」又は
「特別管理産業廃棄物処分
業」、許可を有する処分方法
を記載してください。  許可証に記載され

た許可の年月日を
記載してください。 

許可証にある 11 桁
の許可番号を記載
してください。  

単 位
は ｔ
又 は
ｍ3 

処分実績
のあった
廃棄物に
ついて記
載してく
ださい。 

実績のない場合は、「実績なし」と記
載してください。  

他の処分業者から再委託を受けた場合に委託した処分業者について
許可番号等記載し、右空欄に「再」と記載してください。  

再委託した場合、「再」と
記載してください。  

処分後の廃棄物を委託処分した場合、その
受託者ついて記載し、右空欄に「残」と記
載してください。  



産業廃棄物・ 

特別管理産業 

廃棄物の種類 

委託者（排出事業者又は処分業者） 処 分 受 託 者 

許可番号 氏 名 又 は 名 称 
受託量  

処分方法 処 分 量 処分後量 許可番号 氏 名 又 は 名 称 委 託 

内 容 
委託量 

 

 住 所 処 分 場 所 住 所 

 
  

  
     

   
   

 
  

  
     

   
   

 
  

  
     

   
   

 
  

  
     

   
   

 
  

  
     

   
   

 
  

  
     

   
   

 
  

  
     

   
   

 
  

  
     

   
   

注 1 この報告書は、前年 4 月 1 日から 3 月 31 日までに処理した産業廃棄物の量を記載して 6 月 30 日までに提出すること。単位は t 又は m3 

2 委託者とは、報告者に処分を委託した者をいい、排出事業者から委託を受ける場合と処分業者から再委託を受ける場合があること。なお、

処分業者からの再委託である場合はその空欄に（再）と記載すること。  

3 受託者とは、報告者が処分を委託した者をいい、処分により生じた産業廃棄物の処分を委託した場合にあってはその空欄に（残）と、処分

の再委託の場合は（再）と記載すること。  

4 産業廃棄物の処理施設の処分実績については、処理施設で処分した量を別紙に記入し添付すること。 



（別紙） 

産業廃棄物の処理施設における処分実績報告書（令和〇〇年度） 
 

産 業 廃 棄 物 ・ 特 別 管 理 

産業廃棄物処理施設の種類 

処分した産業廃棄物の種類と年間処理量（単位 t・

m3） 
処分後の産業廃棄物の処分量（単位 t・m3） 

A がれき類 A 汚泥 A 木くず A 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 種類 排出量 処理方法 処分量 

がれき類の破砕施設 100ｔ    骨材 100ｔ 路盤材に再利用 100ｔ 

最終処分場（管理型）  50ｔ       

木くずの焼却施設   60ｔ  燃え殻 6ｔ 自社埋立処分 6ｔ 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類の破砕施設    30ｔ チップ 30ｔ 埋立処分を委託 30ｔ 

汚泥の脱水施設  70ｔ   汚泥 20ｔ 処理を委託 20ｔ 

木くずの破砕施設   90ｔ  チップ 90ｔ 燃料として売却 90ｔ 

         

         

         

         

合   計 100ｔ 120ｔ 150ｔ 30ｔ  246ｔ  246ｔ 

 

備考 処分した産業廃棄物の種類を A 欄に記入して、それぞれの種類ごとに年間の処分量を記入すること。  

 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１５条の処理施設に該当する場合、報告してください。  


